
インフルエンザや感染性胃腸炎（ノロウイル
ス）の感染に注意しましょう。

　インフルエンザウイルスの感染を防ぎましょう。

　今年もインフルエンザの季節になりました。インフルエンザは、気

管支炎や肺炎を併発する恐れもあり、体力のない乳幼児や高齢者

は生命にかかわりますので特に注意が必要です。軽視せず早めに

医療機関を受診し、治療されることをお勧めします。今年のインフル

エンザは温暖化のせいか例年より３～4ヶ月発症が早いようです。

昨年10月頃より発症がみられています。インフルエンザは感染力の

強い疾患ですので発症すると周囲に感染が広がり集団感染を起こ

す危険性があります。

インフルエンザの防止策はワクチンの接種、手洗いうがい、マスク

を着用し人混みを避る、また十分な栄養と休養がたいせつです。

　ノロウイルスの感染を防ぎましょう。

　ノロウイルスは食品内では増殖せずに人の腸内で増殖します。

主な症状は嘔吐と下痢ですが、感染しても発症しない場合もあり、

風邪症状程度でとどまることもあります。予防策は貝類などの生食

は避け調理の際は必ず手洗いうがいをしましょう。また、まな板、ふ

きんなどはよく洗い、熱湯や漂白剤で殺菌しましょう。また食べ物

は、十分洗い、加熱（中心温度８５℃１分以上の加熱）してから食べ

ましょう。昨年は年間を通じて感染性腸炎の発症が多くみられまし

た。昨年末から感染性腸炎と嘔吐、下痢症の発症が増加していま

す。会食をすることが多く暖房の中で細菌が増殖することも考えられ

ます。調理した食品は早めに食べるように心がけしましょう。また、

外出から帰った時、排泄の後、食事前には十分なうがいと手洗いを

心がけましょう。症状がでたら早目の受診をお勧めします。

　お知らせ

　岱山苑では今年も利用者及び家族の方々の理解と協力のもと、ほ

ぼ１００％の方の予防接種を行い、それと同時に職員の予防接種も

行いました。それによって現在までにインフルエンザの発生は０名で

す。今もインフルエンザの流行がないよう、面会時の手洗いや手指

の消毒、風邪症状のあられる方の面会はひかえていただくか、マス

クの着用していただく等協力をお願いします。

　明けましておめでとうございます。

　本年も利用者の声を取り入れた献立作りを行い、一人

一人の嗜好・体調に合わせた食事提供を行って行きた

いと思います。また、季節の食材を使った行事食や選択

食、お達者農園で一年を通しての野菜作りから収穫を

利用者の方と楽しみ、各ユニットならではのクッキングを

計画していきたいです。

今年も笑顔でがんばります!!

　平成２０年１月１日　新しい年を迎え、皆様色々な
抱負や希望を胸に年賀式に参加されました。本年もご
利用者に喜んでいただけるように、職員一同、笑顔を
絶やさず元気に頑張って参りますのでよろしくお願い
致します。
　　～無病息災、今年も良い年でありますように～


